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中
国
仏
教

に
お
け
る
六
道
観

の

一
考
察

―
死
後

の
世
界
と
し
て
の
六
道
―

鈴

木

あ

ゆ

み

本
稿
は

『法
苑
珠
林
』
を
資
料
と
し
て
中
国
仏
教
の
特
徴
を
明
ら
か

に
す
る
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
中
国
仏
教
に
お
い
て
霊
魂
は
不
滅
と
さ

れ
る
。
こ
の
霊
魂
の
存
在
と
場
所
と
い
う
観
点
か
ら
、
中
国
仏
教
の
六

道
観
を
考
察
し
た
い
。
仏
教
に
お
い
て
六
道
輪
廻
の
主
体
は
霊
魂
で
は

な
い
が
、
中
国
に
お
い
て
輪
廻
の
観
念
は
霊
魂
に
関
連
づ
け
て
捉
え
ら

れ
、
死
後

も
霊
魂
は
生
前
の
姿
と
意
識
を
継
続
し
、
自
分
自
身
が
輪
廻

す
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

『法
苑
珠
林
』
が
六
道
観
を
ど
の
よ
う
に
体
系
づ
け
た
か
を
明
ら
か

に
し
、
そ

の
受
容
と
変
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一

『倶
舎
論
』

の
世

界
観

原
始
仏

教
に
お
い
て
三
界
の
構
造
に
つ
い
て
の
解
説
は
な
く
、
三
界

の
概
念
は
心
の
内
面
の
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
場
所
と
し
て
存
在

す
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
三
界

の
構
造
は
部
派

の
時
代
、

『倶
舎
論
』
に
お
い
て
体
系
化
さ
れ
、
須
弥
山
説
に
基
づ
く
概
念
上

の

世
界
と
な

る
。
『倶
舎
論
』
に
お
け
る
欲
界
は
、
天

・
人

・
畜
生

・
餓

鬼

・
地
獄

の
五
道
で
あ
り
、
天

・
地
表

・
地
下

の
三
カ
所
に
配
当
さ
れ

る
。
『
倶
舎
論
』
の
世
界
観

は
現
在

の
六
道
観

の
基
礎
と
な
る
概
念

で

あ
り
、
業
に
よ
る
輪
廻
の
世
界
で
あ
る
。
仏
教

の
世
界
観

の
根
底

に
は

業
と
輪
廻
の
思
想
が
あ
り
、
地
獄
や
天
界
を
造

り
出
す
の
は
衆
生
の
業

の
力
で
あ
る
。
衆
生
は
自
己
の
善
悪
の
業
に
よ
り
六
道
を
輪
廻
す
る
。
(
1
)

二

『法
苑
珠
林
』

に
お
け
る
六
道
観

六
道
編
の
各
項
書
の
初
め
に

「仏
教
に
帰
依
し
、
こ
の
苦
に
満
ち
た

世
界
を
離
れ
安
楽
に
暮
ら
す

こ
と
を
願
う
」
と

い
う
願
文
が
あ
り
、
(
2
)

六

道

の
す
べ
て
が
苦
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
諸
天
部
の
最
初
に
は
六
道
全

体
の
解
説
が
あ
り
、
輪
廻
の
原
因
が
業

で
あ
る

こ
と
を
明
示
す
る
。
(
3
)

苦

に
つ
い
て
、
諸
天
部
は
末
期
の
苦
と
来
世

の
苦

を
、
人
道
部
は
無
常
と

不
浄
を
強
調
し
、
阿
修
羅
部
は
戦
闘
の
悲
惨
さ
を
い
う
な
ど
、
す
べ
て

苦
悩
に
満
ち
た
世
界
と
し
て
書
か
れ
る
。

六
道
の
所
在
は

『倶
舎
論
』
と
同
じ
天

・
地
表

・
地
下
で
あ
り
、
贍

部
洲
や
鉄
囲
山
な
ど
、
須
弥
山
説
に
基
づ
い
た
説
明
で
位
置
が
示
さ
れ
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る
。
天
は
天
上
、
人
は
四
大
洲
な
ど
の
地
表
、
阿
修
羅
は

「海
穴
に
住

み
」
(
4
)

海
を
領
土
と
す
る
。
鬼
神
は

「こ
の
閻
浮
提
の
下
五
百
由
旬
」
や

「か

の
鉄
囲
山
の
中
間
に
住
む
」
(
5
)

と
し
、
特
殊
な
例
と
し
て
天
上
に
存

在
す
る
。
餓
鬼
は
人
間

の
世
界
に
も
現
れ
、
畜
生
は

「本
、
所
住
の
庭

大
海
の
中

に
在
り
」
(
6
)

「正
住
と
は
鉄
囲
両
山
の
問
冥
闇
の
内

に
在
り
」

(
7
)

と
し
て
海

中
や
鉄
囲
山
の
間
に
住
む
が

「流
転
し
て
諸
趣
に
遍
在
す
」
(
8
)

と
あ
り
、
全
て
の
世
界
に
存
在
す
る
。
地
獄
は
す
べ
て
地
獄
と
い
う
場

所
の
説
明

で
あ
り
、
地
下
に
存
在
す
る
。
六
道

の
各
世
界
は
単
純
に
上

下
に
並
ぼ
ず
、
人
か
ら
畜
生
ま
で
の
世
界
は
重
な
り
合

っ
て
存
在
し
て

い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
業
因
は
身
語
意

の
業

・
十
業
と
し
て
ほ
ぼ
共
通
し
、
天

か
ら
畜
生
ま
で
は
、
悪
業
だ
け
で
な
く
、
善
業

の
報

い
も
受
け
る
。
待

遇
の
差
や
外
見
の
違

い
は
皆
、
善
悪
の
業
の
違
い
に
よ
り
説
明
さ
れ
る
。

『法
苑
珠
林
』
に
お
け
る
六
道
は
業

に
よ
る
輪
廻

の
世
界

で
あ
り
、

須
弥
山
説

に
基
づ
い
た
場
所
と
し
て
存
在
す
る
世
界
で
あ
る
。
皆
、
自

己
の
善
悪

の
業
に
よ
り
六
道
の
そ
れ
ぞ
れ
の
境
遇
に
あ
り
、
他
者
に
よ

る
救
済
に

つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

三

業

か
ら
霊
魂

へ
と
変
化
す

る
中

国

の
六
道
観

『法
苑
珠
林
』
の
各
項
末
尾

の

「感
応
縁
」
に
引
用
さ
れ
る
文
学
的

資
料
に
見
ら
れ
る
六
道
観
ぽ

以
上
の
六
道
観
と
は
異
な
る
理
解

が
な
さ

れ
て
い
る
。

諸
天
部

の

「史
世
光
」
で
は

「飛
び
て
天
に
昇
る
」
(
9
)

な
ど
天

に
昇
る

姿
が
目
撃
さ
れ
、
天
は
人
間

の
世
界

の
上
方
に
広
が
る
天
空
に
存
在
す

る
。
ま
た
、
「世
光
が
霊
上
に
在
り
て
衣
を
著
す
こ
と
具
に
平
生

の
如

く
な
る
を
見
る

(中
略
)
語
り
て
曰
く
我
は
本
、
龍
の
中
に
堕
す
べ
き

を
支
和
尚
我
が
為
に
経
を
転
ず
る
に
曇
護

・
曇
堅
我
を
迎
え
て
第
七
梵

天
快
楽
処
に
上
す
な
り
」
(
1
0
)

と
し
て
死
者
が
天
界

に
生
ま
れ
た
こ
と
を
報

告
し
て
お
り
、
天
界
は
死
後

の
世
界

で
あ
る
。
畜
生
も
同
様
に
死
後
の

世
界
と
し
て
設
定
さ
れ
、
自
分
の
業
で
は
畜
生

に
生
ま
れ
る
は
ず
が
、

追
善
供
養

の
功
徳

で
天
に
生
ま
れ
た
と
い
う
。
死
者
が
天
界
か
ら
里
帰

り
す
る
書
的
は
「
阿
母
を
娯
楽
せ
し
め
ん
と
す
」
(
1
1
)

と
あ
り
、
生
前
の
親

子
の
関
係
が
継
続
し
、
死
後
輪
廻
し
た
先
で
も
生
前
と
同
じ
姿
、
同
じ

人
間
関
係
が
継
続
し
て
い
る
。

人
道
部
で
は
、
実
在
し
た
人
物
や
実
在
の
国
を
挙
げ
、
「天
竺
国

の

人
、
皆
長

一
丈
八
尺
」
(
1
2
)

な
ど
具
体
的
な
数
で
人

の
身
長
や
衣
食
を
解
説

し
、
す
べ
て
現
世
に
実
在
す
る
世
界
で
あ
る
。
死
後
の
世
界
と
し
て
捉

え
れ
ぼ
、
鬼
神
部
の

「宋

の
司
馬
文
宣
」
に

「平
生
の
時
十
善
を
修
す
。

若
し
経
に
言
う
如
く
な
ら
ぼ
応
に
天
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
べ
し
。
若

し
は
人
道
に
在
る
べ
し
。」
(
1
3
)

と
言

っ
て
お
り
、
人
も
死
後
に
生
ま
れ
る
世

界
の
一
つ
で
あ
り
、
天
に
次
ぐ
理
想
の
世
界
と
さ
れ
る
。

阿
修
羅
部
で
は
、
阿
修
羅
は
す
べ
て
西
域
に
実
在
す
る
も
の
と
し
て

書
か
れ
、
死
後

の
世
界
と
捉
え
る
記
述
は
な
く
、
阿
修
羅
は
西
域
の
岩

屋
に
住
む
妖
怪
、
弥
勒
の
到
来
を
待

つ
仏
道
修
行
者

の
よ
う
に
書
か
れ

中
国
仏
教

に
お
け

る
六
道
観

の

一
考
察

(鈴

木
)

四
三
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中
国
仏
教

に
お
け

る
六
道
観

の

一
考
察

(鈴

木
)

四
四

て

い
る
。

鬼

神
部

で
は

「宋

の
司
馬

文

宣

」

に

「弟

、

喪

す

。

(中
略
)

身

、
霊

座
の
上
に
形
れ
、
平
日
に
異
な
ら
ず
。
廻
遑
歎
嗟
し
て
飲
食
を
求
む
。」
(
1
4
)

と
あ
り
、
餓
鬼
が
人
間

の
世
界
を
食
を
求
め
て
さ
ま
よ
っ
て
お
り
、
餓

鬼
は
現
世

の
内
に
人
と
共
に
存
在
し
て
い
る
。

畜
生
部

で
は
動
物
が
人
間

の
女
を
櫻
い
子
供
を
生
ま
せ
、
そ
の
子
供

が
子
孫
を
残
し
辺
境

の
民
族
の
起
源
と
な
る
と
い
う
話
が
挙
げ
ら
れ
、

現
世
の
実
在
の
場
所
で
実
在

の
民
族
の
起
源
を
い
い
、
畜
生
の
世
界
を

現
世
に
実
在
の
場
所
と
す
る
。
他
の
資
料
で
補
う
と

『太
平
廣
記
』
の

「竹
永
通
」
に
、
「竹
永
通
は
借
り
た
も
の
を
返
さ
な
い
。
死
後
、
も
の

を
借
り
た
家
の
牛
に
生
ま
れ
、
そ
の
証
拠
に
牛
の
足
に
は
竹
永
通
と
あ

る
。
遺
族
は
借
り
た
も
の
を
返
済
し
、
牛
を
買
い
取
る
。
そ
し
て
現
在

は
牛
と
な

っ
て
い
る
故
人
の
た
め
に
追
善

の
供
養
を
行
う
と
牛
は
死

ぬ
。」
(
1
5
)

と

い
う
話
が
あ
り
、
畜
生
も
死
後

の
在
り
方
で
あ
り
、
悪
業

の

報
い
で
畜

生
に
生
ま
れ
る
。
そ
の
救
済
は
追
善
供
養

で
あ
り
、
供
養
に

よ
り
畜
生
と
い
う
悪
処
か
ら
天
や
人
な
ど
の
楽
処
に
生
ま
れ
変
わ

っ
た

た
め
牛
は
死
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

地
獄
に

つ
い
て
は
鬼
神
部
の

「宋

の
李
旦
」
に

「暴
に
死
す
。
心
の

下
冷
な
ら
ず
。
七
日
に
し
て
蘇
る
。
(中
略
)
乃
ち
是
れ
地
獄
の
中
な
り
。

(中
略
)
或

い
は
罪
囚
有
り
。
語
を
寄
せ
て
家
に
報
ず
。
道
く

『生
け
る

時

、

罪

を

犯

す
。

為

に

福

を

為

さ

し

め
よ

。
』

と

。
」
(
1
6
)

と

あ

り
、

李

旦

が

急

病

で
死

に
、

生

き
返

る
。

こ

の
間

に
地

獄

を
見

る

が
、

亡

者

か

ら
遺

族
に

「自
分
は
生
前
に
悪
事
を
働
い
た
か
ら
、
地
獄
に
堕
ち
て
苦
し
ん

で
い
る
。
追
善
の
供
養
を
行
い
、
自
分
を
救
っ
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
伝

言
を
頼
ま
れ
る
。
死
ん
で
い
る
間
に
見
聞
き
し
た
地
獄
の
様
子
を
語
る
。

地
獄
は
死
な
な
い
と
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
死
後
の
世
界
で
あ
る
。
地

獄
の
亡
者
は
人
の
姿
を
し
て
お
り
、
追
善
の
供
養
を
求
め
る
。
地
獄
部

の

「晋
の
居
士
張
泰
」
で
は
、
張
泰
が
地
獄
巡
り
の
途
中
、
地
獄
か
ら

解
放
さ
れ
る
人
を
見
る
。
「其
の
家
、
其
れ
が
為
に
寺
塔
の
中
に
懸
幡

・

焼
香
し
、
其
の
罪
を
救
解
す
。
福
舎
に
出
す

べ
し
。
」
(
1
7
)

と
あ
り
、
追
善

供
養
に
よ
る
救
済
と
供
養

の
重
要
性
を
い
う
。
ま
た
、
張
泰
は

「祖
父

母
及
び
二
弟
の
此

の
獄
中
に
在
る
を
見
て
相
見

て
涕
泣
」
(
1
8
)

す
る
な
ど
、

地
獄
の
亡
者
も
生
前
の
姿
を
継
続
し
て
お
り
、
血
縁
関
係
も
継
続
し
て

い
る
。

仏
教

の
六
道
は
須
弥
山
説
に
基
づ
い
た
世
界
で
あ
り
、
業
に
よ
る
輪

廻
を
い
う
。
自
因
自
果
と
三
世
に
わ
た
る
業
報

が
原
則
だ
が
、
こ
れ
ら

の
話
で
は
、
悪
処
に
生
ま
れ
る
時
は
自
分
の
業
に
よ
る
が
、
そ
こ
か
ら

抜
け
出
す
時
は
他
人
の
業
に
よ
る
。
他
者
に
よ
る
追
善
供
養
の
功
徳
に

よ
り
、
よ
り
良
い
場
所
に
生
ま
れ
、
自
己
の
業
よ
り
も
追
善
供
養
の
功

徳
に
よ
る
救
済
に
重
点
が
置
か
れ
る
。
六
道
は
迷

い
の
世
界
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
解
脱
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
在
り
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
天

は
福
楽
極
ま
り
な
い
理
想
の
世
界
に
変
容
し
、
再
び
人
に
生
ま
れ
る
こ

と
も
望
ま
し
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

各
世
界
は
す
べ
て
現
世
に
実
在
す
る
場
所
に
設
定
さ
れ
、
こ
こ
で
は
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須
弥
山
も
贍
部
州
も
存
在
し
な
い
。
六
道
に
存
在
す
る
も
の
も
、
主
に

人
間
か
動
物
の
姿
で
あ
り
、
現
世
に
実
在
す
る
身
近
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

六
道

の
各
世
界
は
断
絶
し
て
お
ら
ず
、
死
者
は
輪
廻
し
た
先
の
世
界

か
ら
頻
繁

に
人
間

の
世
界
に
現
れ
、
人
間
の
側
か
ら
も
他
の
世
界
を
見

聞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
死
者
は
生
前
と
同
じ
姿
で
現
れ
て
お
り
、
霊

魂
の
み
な
ら
ず
、
生
前
の
体
も
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
親
子
や
兄
弟

な
ど
、
生
前

の
関
係
も
引
き
継
が
れ
る
。
中
国
人
の
理
解
で
は
、
輪
廻

し
た
後
も
生
前
の
人
格
を
失
わ
ず
、
体
を
伴

っ
て
自
分
自
身
が
輪
廻
す

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。

中
国
に
お
い
て
も
業
に
よ
る
輪
廻
の
観
念
は
存
在
し
、
仏
教
の
業
論

を
そ
れ
な
り
に
受
容
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
に
お
い
て
六
道
は
現

世
に
実
在

す
る
場
所
と
な
り
業
の
問
題
と
し
て
よ
り
も
、
死
後

の
世
界

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

四

結
論

以
上
の
よ
う
に
中
国
に
お
い
て
仏
教

の
六
道
観
は
、
仏
教
受
容
以
前

か
ら
存
在
す
る
伝
統
的
観
念
に
基
づ
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
『倶
舎

論
』
の
宇
宙
観
で
は
、
宇
宙
は
業
に
よ
り
形
成
、
破
壊
さ
れ
、
衆
生
は

業

に
よ
り
輪
廻
す
る
。
中
国

の
伝
統
的
宇
宙
観

で
は
、
宇
宙
は
気
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
人
間
や
霊
魂
も
気
で
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
、
人
は

死
ぬ
と
鬼

と
な
り
、
鬼
は
気
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
鬼
は
魂
気
と
晦

気
の
二
種
類
に
わ
か
れ
、
魂
は
天
に
、
魂
は
土

に
帰
る
。
(
1
9
)

し
か
し
、
気

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
霊
魂
は
姿
形
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
生
前
の
人

格
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ
。
人
々
は
死
後
の
世

界
を
現
世
の
延
長
の
よ

う
に
考
え
、
生
者
も
死
者
も
互
い
の
世
界
を
頻

繁
に
行
き
来
し
、
冥
界

は
身
近
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
(
2
0
)

中
国
仏
教
に
お
け
る
六
道
観
は
、
須
弥
山
説

に
基
づ
い
た
イ
ン
ド
の

宇
宙
論
か
ら
、
中
国
の
伝
統
的
来
世
観
の
中
で
、
霊
魂
観
や
冥
界
観
と

し
て
捉
え
ら
れ
、
霊
魂
が
輪
廻
し
て
死
後
の
世
界
を
形
成
し
て
い
る
。
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(182) Abstracts

I appreciate that Huiyuan, as a Mahayana Buddhist, valued the Sarvasti-

vadin doctrine. 

105. Title: Rebirth in the Six Realms in the Fayuanzhulin 

Ayumi SUZUKI 

This study, focused on the Fayuan zhulin, is a part of a study to clarify 

the characteristics of Chinese Buddhism. In it I clarify how the Fayuan zhu-

lin systematized the presentation of the idea of rebirth in the six realms. 

Then I consider how the rebirth theory was received and transformed in 

China. 

The six realms idea was originally a generalized world-system based on 

the Sumeru model and was part of a karma-driven cycle. But in China, the 

six realms were regarded as a problem of soul rather than a porblem of kar-

ma. The subject of samsara changed from karma to a soul and a soul pos-

sesses the same figure and consciousness as individuals possess during their 

lifetime. Therefore the six realms are not isolated from this world, and a 

transmigrating soul continues having a relation with living beings. 

The outlook on the six realms idea in Chinese Buddhism shows us the 

transformation from Indian cosmology into the Chinese view that a soul 

transmigrates and forms the world after death. 

106. Bodhisattva Practice in the Upaya-kausalya Chapter of the Lotus Sutra 

Takashi HAYAKAWA 

I Introduction 

The Lotus sutra Chapter ‡U(Upaya-kausalya) is a very famous chapter in 

the history of the Lotus sutra. I would like to examine the Bodhisattvas in 

Lotus sutra and their ascetic practices mentioned in Chapter ‡U undertaken 

on the way to becoming Buddha. 

‡UBodhisattva of the Lotus sutra 

The relationship between the bodhisattva of the Lotus sutra and the srava-
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